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（２）

　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

バ
ル
・
公
民
館
ま
つ
り
が

２
月
　
日
・
３
月
１
日
の

２８

２
日
間
、
中
央
公
民
館
な

ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
自
主
グ
ル
ー
プ
や
公
民

館
主
催
の
講
座
な
ど
　
団
４３

体
の
会
員
が
３
５
３
点
の

作
品
展
示
。
公
民
館
利
用

団
体
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
や

舞
踊
な
ど
、
　

演
目
が
披

５９

露
さ
れ
、
１
年
間
の
学
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
、
子
ど
も

た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
働
く
車
大
集
合

や
チ
ャ
レ
ン
ジ
市
場
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
働
く
車
大
集
合
は
、
中

央
公
民
館
の
駐
車
場
で
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
パ

 お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
中
央
公
民
館
講
堂
で
は
、
書

き
初
め
な
ど
の
作
品
展
示
入
賞

者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

                          　（
敬
称
略
）

【
書
き
初
め
の
部
】

■
小
学
校

▽
２
年
 生
 金
賞
　
島
田
さ
く
ら
　

▽
３
年
生
 金
賞
　
松
本
菜
摘
　
▽

４
年
生
  金
賞
　
荒
井
美
怜
・
武
田

有
紀
　
▽
 銀
賞
　
奥
澤
寿
音
・
片

岡
万
優
子
・
武
田
早
織
　
▽
６
年

生
  金
賞
　
松
本
啓
明

■
一
般
 　

金
賞
　
鈴
木
ス
ミ

【
作
文
の
部
】

■
小
学
校

▽
１
年
生
    奥
澤
　
蓮
・
藤
野
友

翔
・
宮
元
佐
栄
子
・
並
木
洋
介
　
▽

２
年
生
　
 田
村
愛
依
・
堀
口
純
太

郎
・
笹
野
実
奈
美
・
荻
野
碧
衣
　
▽

３
年
生
   柏
瀬
未
結
・
須
永
晃
充
・

上
野
誠
己
　
▽
４
年
生
  金
子
由
香

里
・
野
中
蒼
生
・
金
子
泰
士
　
▽
５

年
生
   峯
﨑
朋
香
・
大
川
幸
志
郎
・

佐
藤
里
咲
　
▽
６
年
生
　
 奥
澤

麗
・
柿
沼
千
鶴
・
太
田
紅
瑠
美
・
篠

木
亜
有
実

■
中
学
校

▽
１
年
生
   大
津
仁
美
・
東
海
林
亜

希
・
森
谷
　
梓
　
▽
２
年
生
　
吉
田

芹
奈
・
蓮
見
　
崚
・
橋
上
夏
希
　
　
 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
　
公
民
館
ま
つ
り

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
学
び

町
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業

１０

表表表表表表表表表表表
　
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰



（３）広報めいわ　平成２１年３月１０日

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
や
救
急
車
、

消
防
車
な
ど
を
間
近
に
見

る
こ
と
が
出
来
き
た
り
、

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
操
縦
体
験
が

出
来
た
り
と
、
大
喜
び
で
し

た
。　

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
市
場
で
は
、

紙
ひ
こ
う
き
飛
ば
し
大
会

や
マ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
、

缶
つ
か
み
競
争
な
ど
が

社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
更
に
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
合
唱
や
芸
能
鑑
賞
で

は
、
ト
リ
オ
・
ア
マ
ー
ビ
レ

に
よ
る
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
が
披
露
さ
れ
、
訪

れ
た
大
勢
の
か
た
は
、
春

の
午
後
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

【
町
子
ど
も
会
家
族
画
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
者
】

▽
大
賞
　
原
口
　
彩
（
６
年
生
）

▽
１
年
生
    金
賞
　
渡
辺
響
子
　

銀
賞
　
川
辺
晃
輝
・
長
﨑
愛
由
美
  

銅
賞
　
青
木
雅
玖
人
・
寺
田
彩
香
　

▽
２
年
生
　
金
賞
　
高
橋
　
結

銀
賞
　
酒
井
　
恵
・
堀
口
純
太
郎
　

銅
賞
　
奥
澤
那
奈
・
影
山
　
秀
　

▽
３
年
生
　
金
賞
　
柏
瀬
未
結
　

銀
賞
　
原
口
珠
実
　
銅
賞
　
藤
野

七
海
　
▽
４
年
生
　
金
賞
　
片
岡

万
優
子
　
銀
賞
　
金
子
由
香
里

銅
賞
　
竹
内
果
歩
　
▽
５
年
生
　

金
賞
　
森
谷
み
ず
き
　
銀
賞
　
長

﨑
健
太
郎
　
▽
６
年
生
　
金
賞

藤
野
南
希
　
銀
賞
　
森
尻
千
聖

【
 ぬ
り
絵
の
部
】

■
小
学
生
以
下
の
部

（
幼
　
年
）

▽
最
優
秀
賞
　
藤
井
佑
紀
　
 ▽
優

秀
賞
　
 佐
藤
つ
く
し
　
▽
入
選
　

柿
沼
千
夏
・
栗
原
碧
輝

（
低
 学
年
）

▽
最
優
秀
賞
　
高
橋
ふ
み
　
▽
 優

秀
賞
　
寺
田
彩
香
　
 ▽
入
選
　
小

林
優
里
・
松
本
菜
摘

（
高
 学
年
）

▽
最
優
秀
賞
　
原
口
　
彩
　
▽
 優

秀
賞
　
田
村
祐
大
　
 ▽
入
選
　
梅

原
健
瑠
・
長
﨑
健
太
郎

■
中
学
生
以
上
の
部

（
中
 学
 生
）

▽
最
優
秀
賞
　
奈
良
美
穂
　
▽
 優

秀
賞
 　
吉
永
太
貴

（
高
校
生
）

▽
最
優
秀
賞
　
柿
沼
結
花
　
▽
 優

秀
賞
　
島
田
　
瞳

（
一
般
）

▽
最
優
秀
賞
　
河
内
和
恵
　
▽
優

秀
賞
 　
鈴
木
久
子
　
▽
入
選
　
有

田
　
靖
・
多
田
廣
子
・
堀
口
さ
つ
き



（４）

ああああああああああふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれんんんんんんんんんんばばばばばばばばばばかかかかかかかかかかりりりりりりりりりりあふれんばかりののののののののののの
笑笑笑笑笑笑笑笑笑笑顔顔顔顔顔顔顔顔顔顔とととととととととと優優優優優優優優優優しししししししししし笑顔と優しさささささささささささ
明和町デイサービスセ明和町デイサービスセンンターター

　町の人口は平成２０年１０月１日現在、１１，６４５人、その内６５歳以上
　　の高齢者が２，４６５人、内訳は男性１,０９１人、女性１,３７３人で人口

　　　に占める割合は約２１％に達しています。（住民福祉課調べ）

　　　　端的に言えば町民５人に１人が高齢者ということになりま

　　　　　す。高齢化が進み年齢と共に体力の低下、思考力の衰え等

　　　　　　止むを得ないことですが、いずれは誰にでも訪れてくる

　　　　　　　ことですね。そこで今回、新里にある明和町デイサー

　　　　　　　　ビスセンターにお邪魔しました。 町民リポーター
　山田　雅万



（５）広報めいわ　平成２１年３月１０日

●明和町デイサービスセンター

　設立は平成４年４月１日、明和村デイサービスセン

ターとしてオープン。その後、平成１４年２月に和の郷

が開設され同時に業務も移り数年間閉鎖をしていまし

たが、平成１７年４月1日社会福祉協議会がサービスの

提供を開始、平成１８年４月から行政の公募により、業

務仕様その他が的確であると認定された指定管理業者

禍入ヶ谷福祉が運営。現在に至っています。　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
は

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
は

ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
、
介
護

職
員
の
山
崎
知
世
さ
ん
に
お
話
を

伺
っ
て
み
ま
し
た
。

　
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
１
名
。
職
員
数
６

名
、
一
日
の
入
所
者
は
　
名
定
員

１５

で
５
名
の
介
護
職
員
（
写
真
）
が

お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。　
高
齢

者
に
入
浴
、
食
事
の
提
供
、
機
能

訓
練
、
介
護
方
法
の
指
導
そ
の
他

の
便
宜
を
提
供
す
る
施
設
で
あ
っ

て
ひ
と
口
に
言
え
ば
「
日
常
生
活

の
お
世
話
を
す
る
場
所
」
で
、
在

宅
で
生
活
を
し
て
い
る
高
齢
者
の

か
た
が
セ
ン
タ
ー
に
通
う
こ
と
に

よ
り
、
ご
家
族
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

利
用
は
、
要
支
援
な
ど
の
認
定
を

受
け
た
か
た

　
介
護
保
険
法
が
出
来
て
ま
も
な

く
　
年
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
か

１０
た
が
利
用
対
象
に
な
る
の
か
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、
介
護
保
険
法
で

要
支
援
か
ら
要
介
護
１
～
５
の
認

定
を
受
け
て
い
る
か
た
で
す
。
具

体
的
に
は
、
入
浴
等
が
家
族
や
そ

の
他
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
出
来

な
い
か
た
や
寝
た
り
、
起
き
た
り

の
繰
り
返
し
等
で
家
に
こ
も
っ
て

し
ま
う
か
た
の
運
動
機
能
の
維
持
、

こ
れ
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
将

来
に
向
か
っ
て
、
寝
た
き
り
の
予

防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

外
に
出
か
け
る
こ
と
に
よ
り
社
会

的
な
交
流
で
、
人
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
社
会
参
加

が
出
来
る
よ
う
な
支
援
を
し
、
気

分
転
換
に
も
な
り
ま
す
と
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 指
定
管
理
者
制
度
と
は
啻

　
そ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
や
外
郭

団
体
に
限
定
し
て
い
た
公
の
施
設
の

管
理
・
運
営
を
株
式
会
社
を
初
め
と

し
た
営
利
企
業
・
財
団
法
人
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
法
人

そ
の
他
の
団
体
に
包
括
的
に
代
行
さ

せ
る
制
度
を
言
い
ま
す
。
ま
た
、
創

意
工
夫
を
こ
ら
し
た
自
主
事
業
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
管
理
の
効
率

的
運
営
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
行
政
（
町
）
と

し
て
は
適
正
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い

る
か
、
随
時
に
監
視
を
行
い
、
定
期

的
に
評
価
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
山
　
・
８４

３
１
１
１
）、
ま
た
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
 山
　
・
５
２
２
２
）

８４

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

臼

渦

嘘
臼特殊浴槽�

渦一般浴槽

嘘障がい者対応トイレ

後列左から関口邦子さん、山崎知世さん、井達光子さん

前列左から榎本清美さん、本郷久美子さん

煙特集　あふれんばかりの笑顔と優しさ



（６）

セセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーー
のののののののののの
一一一一一一一一一一

セ
ン
タ
ー
の
一
日日日日日日日日日日日

が
終
了
し
ま
す
。
午
後
は

昼
食
を
と
り
休
憩
の
後
、

作
業
・
生
活
リ
ハ
ビ
リ
や

適
度
な
運
動
が
で
き
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行

い
。
憩
い
の
時
間
で
カ
ラ

オ
ケ
・
散
歩
・
ゲ
ー
ム
等

仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
一
日
を

明
る
く
、
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
午
後
４
時
ご

ろ
よ
り
自
宅
ま
で
お
送
り

し
一
日
が
終
了
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
規
則
正
し

く
、
ま
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
取
れ
た
介
護
者
に
よ
り
、

利
用
者
の
自
立
を
支
援
し

て
い
る
安
心
の
で
き
る
セ

ン
タ
ー
だ
と
思
い
ま
し
た
。

【
取
材
を
終
え
て
】

　
毎
日
通
っ
て
い
る
場
所

に
、
大
き
な
案
内
板
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
の
を
、
恥

ず
か
し
な
が
ら
こ
の
取
材

を
通
じ
て
初
め
て
目
に
し

た
よ
う
な
、
い
か
に
普
段

何
も
見
て
い
な
い
と
つ
く

づ
く
感
じ
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
は
陽
当
た
り
抜
群
、

一
歩
中
に
入
る
と
通
所
者

の
皆
さ
ん
は
ニ
コ
ニ
コ
と
、

年
輪
を
重
ね
た
素
敵
な
笑

顔
で
私
を
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。

挫８：４０　迎え

利用者を自宅へ車で迎えに行く

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
一
日
は
、
通
所
者
を
車
で
迎

え
に
行
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
入
浴
、

生
活
リ
ハ
ビ
リ
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等

で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
一
日
を
密
着
し
カ

メ
ラ
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

自
立
を
支
援
し
て
、
安

心
の
出
来
る
セ
ン
タ
ー

　　
通
所
者
の
一
日
は
、
全
員

対
象
に
車
で
お
迎
え
、
概
ね

午
前
９
時
　
分
ま
で
に
セ

３０

ン

タ

ー

に

到

着
。
健

康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
、
介
護

者
の
見
守
り
、
ま
た
は
一
部

介
助
で
の
入
浴
（
一
般
浴
・

特
浴
の
２
種
類
）、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
で
午
前
中

挫９：３０　健康チェック

血圧や体温を計る

挫１０：４０　レクリエーション

ぬりえなどを楽しむ利用者
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お
話
を
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
、
こ
こ
に
通
っ
て
毎

日
皆
さ
ん
の
顔
を
見
る
の

が
楽
し
み
で
す
よ
。
と
優

し
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
取
材
を
通
し
て
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
４
年
に
設
立
、
当
時

は
立
派
な
施
設
で
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
が
　
年
を
経

１７

た
現
在
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

不
足
の
箇
所
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
具

体
的
な
例
を
上
げ
て
改
善

す
る
計
画
は
あ
る
の
か
、

住
民
福
祉
課
を
取
材
し
た

と
こ
ろ
現
在
は
な
い
と
の

コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た

が
、
立
派
な
庁
舎
、
文
化

施
設
等
が
整
っ
て
お
り
、

福
祉
施
設
に
お
い
て
も
更

な
る
充
実
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
何
度
か
お
邪
魔
を
し
特

に
感
じ
た
こ
と
は
、
介
護

者
の
か
た
が
た
は
体
力
的

に
も
精
神
的
に
も
タ
フ
で

な
け
れ
ば
勤
ま
ら
な
い
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か

り
の
笑
顔
と
優
し
さ
。

　
職
員
の
皆
さ
ん
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

挫１１：４０　昼食

本日のメニューは天ぷらそば

債３：４５　送り

利用者を自宅へ車で送って行く

債３：００　生活リハビリ（体操）

運動機能維持のため手等を動かす

煙特集　あふれんばかりの笑顔と優しさ

械入浴後、ドライヤーで利用者の髪を乾かす介護職員

皆みんなで集まり、ゲームや会話を楽しむ利用者（憩いの時間）
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日
本
人
の
死
因
の
約
６
割
を
占
め
る
生

活
習
慣
病
。
生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活
の

乱
れ
や
運
動
不
足
な
ど
の
日
常
生
活
の
悪

習
慣
が
原
因
と
な
っ
て
発
症
し
ま
す
。
ま

た
、
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
は
、
健
診
に

よ
る
早
期
発
見
と
生
活
習
慣
改
善
が
重
要

で
す
。　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
特
定

２０

健
診
で
は
、
こ
の
生
活
習
慣
病
の
前
段
階

で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
状
態
に
あ
る
か
た

や
、
予
備
軍
と
な
っ
て
い
る
か
た
を
選
び

出
し
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
指
導

（
特
定
保
健
指
導
等
）
を
行
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
は
、
治
療
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、　

～
　
歳
の
か
た
全
員
が
対
象
で
す
。

４０

７４

（
た
だ
し
、
町
で
受
け
ら
れ
る
か
た
は
国

民
健
康
保
険
加
入
者
）
で
す
。
特
定
健
診

に
併
せ
て
が
ん
検
診
も
同
時
に
実
施
（
一

部
除
く
）
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
け
ま

し
ょ
う
。　

年
度
は
延
べ
６
４
１
０
人
の

２０

か
た
が
、
が
ん
検
診
を
受
け
て
　
人
の
か

２２

た
か
ら
、
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
が
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
元
気
に

回
復
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
誰
で
も
が
ん
に

罹
ら
な
い
と
い
う
補
償
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
が
ん
に
罹
っ
て
も
早
期
発
見
で
あ
れ

ば
、
か
な
り
よ
く
治
り
ま
す
。
怖
が
ら
ず

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　　
昨
年
は
、
い
く
つ
も
の
健
診
を
同
時
に

実
施
し
、
し
か
も
手
狭
な
会
場
で
健
診
を

行
っ
た
た
め
大
変
分
か
り
づ
ら
く
、
待
ち

時
間
も
長
く
な
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。　

年
度
は
、
小
学
校
の
体
育
館
や

２１

役
場
を
活
用
し
流
れ
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
土
日
の
検
診
日
も
設
け
ま
す
の
で
、

大
勢
の
皆
様
の
受
診
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
健
診
が
１
日
で
全
て
す
む
よ
う

に
、
子
宮
が
ん
乳
が
ん
検
診
も
同
時
に
受

け
ら
れ
る
日
を
何
日
か
設
け
て
お
り
ま
し

た
が
、
検
診
機
関
で
の
午
前
中
の
医
師
確

保
が
困
難
と
な
り
、
特
定
健
診
と
分
離
し

て
子
宮
が
ん
乳
が
ん
検
診
は
別
途
６
月
に

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
健
診
日
程
は
、
３
月
　
日
配
布
の
成
人

１０

保
健
事
業
予
定
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
ほ
ん
の
一
口
」が
太
る
き
っ
か
け
に
な

る
外

　
毎
日
、　

　
余
分
に
食
べ
た
ら
、
ど
う

５０
ｋｃｌ

な
る
と
思
い
ま
す
か
？

　
　
　
と
い
う
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ら
７
ｇ

５０
ｋｃｌ

（
大
さ
じ
半
分
）・
ピ
ー
ナ
ツ
な
ら
９
粒
程

度
で
す
。
そ
れ
が
５
年
間
続
く
と
、
９
万

　
で
す
か
ら
、
体
重
に
換
算
す
る
と
、
な

ｋｃｌん
と
　
・
９
茜
（
体
重
１
茜
が
７
０
０
０

１２

　
相
当
）
に
も
な
り
ま
す
。
あ
な
た
が

ｋｃｌ太
っ
た
原
因
は
、「
ち
ょ
っ
と
位
な
ら
い

い
だ
ろ
う
・
・
」
と
口
に
し
た
も
の
の
積

み
重
ね
で
も
あ
る
の
で
す
。

健康状態を知るために
健診を受けましょう

早期発見と

生活習慣改善が重要

２１年度は、特定健診

５月、子宮がん・乳が

ん健診は６月に実施

内臓脂肪を減らす

ワンポイント
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年
を
と
る
と
基
礎
代
謝
が
大
幅
に
低
下

し
ま
す
。
若
い
頃
と
同
じ
よ
う
に
食
べ
、

あ
ま
り
身
体
を
動
か
さ
ず
に
い
る
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
ど
ん
ど
ん
余
っ
て
太
っ
て
い

く
原
因
に
な
り
ま
す
。
筋
力
ア
ッ
プ
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
町
内
９
地
区
（
斗
合
田
・
南
大

島
・
新
里
・
中
谷
・
梅
原
・
川
俣
・
須
賀
・

大
輪
・
大
佐
貫
）
に
お
い
て
、
元
気
ア
ッ

プ
体
操
（
中
高
年
向
け
筋
力
ア
ッ
プ
体
操
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
運
動
経
験
の
な
い

か
た
で
も
無
理
な
く
参
加
出
来
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
か
た
は
、
一
度
の
ぞ
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
日
時
等
の
詳
細
は
、
健
康

づ
く
り
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
、
中
谷
の
元
気
ア
ッ
プ
教
室
に
お

じ
ゃ
ま
し
、
指
導
者
の
奈
良
　
繁
さ
ん
、

島
田
和
榮
さ
ん
、
榎
本
晏
子
さ
ん
に
自
宅

で
無
理
な
く
で
き
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

渦スクワット

嘘ヒップエクステンション

臼腕立て伏せ

臼

渦

嘘

大腿部前面、大腰筋を鍛えるのに効

果的。

　両腕を前に伸ばしながら、３秒間か

けてイスに座るように膝を曲げ、１秒

間そのままの状態を保ち、もとに戻す。

この動作を繰り返します。

　膝がつま先より前に出ないよう注

意しましょう。

大腿部背面、臀部を鍛えるのに効果的。

　３秒間かけて足を後ろに上げ、１秒

間そのままの状態を保ち、もとに戻す。

この動作を繰り返します。

胸、腕を鍛えるのに効果的。

　膝を床に着けてゆっくりと肘を曲げ、１

秒間そのままの状態を保ち、もとに戻す。

この動作を繰り返します。呼吸を止めずに、

反動をつけず、ゆっくりと鍛えている筋肉

を意識しながら行いましょう。

中年太りの原因と

自宅でできる簡単

なトレーニング
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平成２１年度教室合同ウォーキング

内　　容
集合場所

ウォーキングコース
日　　時

身体測定・ストレッチ体操・ウォー
キング・ミニ講話(試食)

社会体育館
桜並木路コース

４月８日（水）
１３：３０～１６：００

ストレッチ体操・ウォーキング
利根川総合運動場:須賀
利根川土手コース

５月１３日（水）
１３：３０～１５：００

ストレッチ体操・ウォーキング
梅原集落センター
邑楽用水路コース

６月１７日（水）
１３：３０～１５：００

ストレッチ体操・ウォーキング
矢島公園

矢島・大輪公園コース
７月１５日（水）
１０：００～１１：３０

身体測定・ストレッチ体操・ウォー
キング・ミニ講話(試食)

社会体育館
線路沿いコース

８月１２日（水）
１０：００～１２：３０

ストレッチ体操・ウォーキング
役場東噴水前
梨街道コース

９月９日（水）
１０：００～１１：３０

ストレッチ体操・ウォーキング
宝寿寺：上江黒
宝寿寺コース

 １０月１４日（水）
１３：３０～１５：００

身体測定・ストレッチ体操・ウォー
キング・ミニ講話(試食)・血液検査

社会体育館
桜並木路コース

１１月１１日（水）
１３：３０～１６：００

ストレッチ体操・ウォーキング
利根川総合運動場:須賀
利根川土手コース

１２月１６日（水）
１０：００～１１：３０

ストレッチ体操・ウォーキング
梅原集落センター
邑楽用水路コース

㍻２２年１月１３日（水）
１０：００～１１：３０

身体測定・ストレッチ体操・ウォー
キング・ミニ講話(試食)

社会体育館
線路沿いコース

㍻２２年２月１０日（水）
１０：００～１２：３０

ストレッチ体操・ウォーキング
役場東噴水前
梨街道コース

㍻２２年３月１０日（水）
１３：３０～１５：００

※午前は９時３０分、午後は１時の時点で雨天の場合は、すべての内容を社会体育館で行いますので

上履きをご用意ください。身体測定がある場合は、測定しやすい服装でお越しください。

ウォーキング当日は運動できる服装で、飲み物、汗ふきタオル等をお持ちください。

謂 遺違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
　
が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

喫
煙
者
に
多
い
肺
の
入
り
口
に
出
来
る
肺
が
ん

は
気
管
や
背
骨
の
影
に
な
り
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
は

う
つ
り
に
く
い
も
の
で
す
。
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

と
肺
が
ん
（
喀
た
ん
）
検
査
を
併
用
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
検
診
容
器
を
次
の
と
お
り
、
販
売

お
よ
び
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
受
診
頂
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
容
器
の

　
　
　
　
　
　
　
　
販
売
お
よ
び
配
布
】

■
日
時
　
４
月
１
日
　
～
　
日
　
 （
土
・
日
・

（水）

３０

（木）

祝
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分（
月
曜
日

３０

１５

は
、午
後
７
時
　
分
）

１５

■
場
所
　
健
康
づ
く
り
課

■
料
金

・
大
腸
が
ん
検
査
セ
ッ
ト

　
　
５
０
０
円（
検
査
料
金
含
む
）

・
肺
が
ん
検
査
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
に

が
ん
検
診
を

行
い
ま
す

ウォーキングを楽

しみませんか？

　
平
成
　
年
度
教
室
合
同
ウ
ォ
ー
キ
ン

２１

グ
が
次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

　
毎
月
1
回
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
皆
さ
ん
と
楽
し
く
歩
き
ま
す
外
毎
日

歩
い
て
い
る
か
た
や
は
じ
め
て
歩
く
か

た
も
大
歓
迎
で
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
健
康

づ
く
り
課
（
内
線
１
２
３
）
で
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
で
健
康
維
持
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
外

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

謂 遺違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違
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迷
惑
な
“
ご
み
の
焼
却
”
は
や
め

ま
し
ょ
う
外

　
廃
棄
物
の
焼
却
は
、
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
等

に
基
づ
き
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼

却
施
設
で
な
い
と
焼
却
で
き
ま
せ

ん
。
煙
や
灰
が
飛
散
し
て
洗
濯
物

に
す
す
が
つ
い
た
り
、
窓
を
開
け

ら
れ
な
い
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
な
焼
却
は
行
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
家
庭
か
ら
で
る
ご
み
（
廃
棄
物
）

の
焼
却
は
、
周
辺
地
域
の
生
活
環

境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微
な
と
き

は
例
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
家

庭
ご
み
の
焼
却
に
よ
る
た
く
さ
ん

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
条
例
等
の
規
定
で
は
、
苦
情

の
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
な
焼
却
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
ご
み
は
、
焼
却
を
せ
ず
に

「
資
源
ご
み
」
と
「
可
燃
ご
み
」
に

分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

□
資
源
ご
み

毅
紙
類
（
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
雑
紙
）

毅
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
物

（
　
　
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る
も

の
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古
着
類
、

廃
食
用
油
 な
ど

□
可
燃
ご
み

　
資
源
ご
み
以
外
の
燃
え
る
ご
み

は
、
町
の
指
定
袋
に
入
れ
て
お

出
し
く
だ
さ
い

や
む
を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼
却

　
法
律
な
ど
の
規
定
に
基
づ
い
た

病
害
虫
の
防
除
の
た
め
な
ど
に
行

う
や
む
を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼
却

で
あ
っ
て
も
、
周
辺
の
か
た
が
た

の
感
情
は
一
概
に
同
じ
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

　
燃
や
す
か
た
が
、
周
辺
の
か
た

へ
の
影
響
（
煤
煙
、
灰
の
飛
散
な

ど
）
を
考
慮
し
、
迷
惑
の
か
か
ら

な
い
範
囲
で
少
量
ず
つ
焼
却
し
て

く
だ
さ
い
。

焼
却
で
き
な
い
廃
棄
物
（
ご
み
）

　
ゴ
ム
、
皮
革
、
合
成
樹
脂
（
塩

化
ビ
ニ
ー
ル
類
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
）、
合

成
繊
維
（
ナ
イ
ロ
ン
類
、
ビ
ニ
ロ

ン
類
、
テ
ト
ロ
ン
類
な
ど
）、
廃
油

な
ど
は
決
し
て
焼
却
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
県
条
例
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
か
ら
で
る
「
資
源
ご
み
」
は

も
っ
た
い
な
い
館
へ
出
し
て
く
だ

さ
い

　
家
庭
か
ら
で
る
紙
類
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
物
な
ど
の

「
資
源
ご
み
」
は
、
旧
役
場
庁
舎
北

側
駐
車
場
で
も
回
収
し
て
い
ま
す
。

□
回
収
物
の
種
類

毅
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
物

（
　
　
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る

も
の
）

毅
廃
食
用
油
（
事
業
所
か
ら
の
受

け
入
れ
も
し
て
い
ま
す
）

毅
バ
ッ
テ
リ
ー
（
自
動
車
・
バ
イ

ク
な
ど
の
バ
ッ
テ
リ
ー
）

毅
古
着
類
（
毛
布
は
古
着
類
扱
い

と
な
り
ま
す
）

毅
紙
類
（
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
雑
紙
）

毅
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

毅
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

毅
ふ
と
ん
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
電
気

カ
ー
ペ
ッ
ト
は
粗
大
ご
み
）
な

ど
毅
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

毅
せ
ん
定
枝

□
回
収
曜
日
　
日
曜
日
、
月
曜
日
、

水
曜
日
、
金
曜
日

□
回
収
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

１
時

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内
線
１

６
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

東
小
学
校
北
側
に

　「
も
っ
た
い
な
い
東
館
」

　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン

　
４
月
か
ら
東
小
学
校
北
側
の
旧

福
祉
作
業
所
跡
地
に
「
も
っ
た
い

な
い
東
館
」
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
完
成
後
は
、
も
っ

た
い
な
い
館
同
様
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

ダダダダダダダダダダ
イイイイイイイイイイ
オオオオオオオオオオ
キキキキキキキキキキ
シシシシシシシシシシ
ンンンンンンンンンン
類類類類類類類類類類
のののののののののの
発発発発発発発発発発
生生生生生生生生生生
をををををををををを
抑抑抑抑抑抑抑抑抑抑
ええええええええええ
るるるるるるるるるる
たたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめ

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
ににににににににににに

　
平
成
　
年
度
の
「
ご
み
収
集

２０

指
定
袋
引
換
券
」
と
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
を
交
換
し
ま
す
。

■
期
間
　
３
月
　
日
　
～
　

２１

（土）

２４

日
　（火）

■
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
（
　
日
の
月
曜
日

３０

２３

は
、
午
後
７
時
　
分
ま
で
）

３０

■
場
所
　
役
場
庁
舎
西
側
車

庫
※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内
線

１
６
２
）
へ
。

ごみ袋引換券と
トイレットペーパー
を交換します

　

ご
み
の
焼
却
は
や
め
て
く
だ
さ
い

安
按

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵



（１２）

　
平
成
　
年
度
の
固
定
資
産
税
の

２１

価
格
を
登
録
し
た
固
定
資
産
税
課

税
台
帳
の
縦
覧
と
閲
覧
を
、
税
務

課
で
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
縦
覧
制
度

　　
縦
覧
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税

者
が
自
分
の
資
産
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
な

ど
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

土
地
だ
け
を
所
有
し
て
い
る
か
た

は
土
地
の
み
、
家
屋
だ
け
を
所
有

し
て
い
る
か
た
は
家
屋
の
み
の
縦

覧
と
な
り
ま
す
。

◆
期
日
　
４
月
１
日
　
～
６
月
１

（水）

日
　
（
た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜

（月）
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
）

◆
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分
ま
で
（
月
曜
日
は
午

１５

後
７
時
　
分
ま
で
）

１５

◆
縦
覧
帳
簿
の
記
載
内
容

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
（
所
在
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床

面
積
、
価
格
）

※
償
却
資
産
は
縦
覧
の
対
象
外
で

す
。

◆
縦
覧
で
き
る
か
た

・
本
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
同
居
の
親
族
も
縦
覧
で
き
ま
す
）

・
納
税
者
の
委
任
を
受
け
た
か
た

（
た
だ
し
、
委
任
状
が
必
要
で
す
）

・
納
税
管
理
人

◆
縦
覧
手
数
料
　
無
料

◆
持
参
す
る
も
の

・
 
納
税
者
を
確
認
で
き
る
も
の

（
納
税
通
知
書
や
運
転
免
許
証

な
ど
）

・
納
税
者
か
ら
の
委
任
を
受
け
た

か
た
は
、
そ
の
委
任
状

・
縦
覧
す
る
か
た
の
印
鑑

　
閲
覧
制
度

　
閲
覧
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税

者
が
自
分
の
土
地
、
家
屋
の
評
価

額
等
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
閲
覧
帳
簿
の
記
載
内
容

・
土
地
に
つ
い
て
　（
所
在
、
地
番
、

地
目
、
地
積
、
価
格
、
課
税
標

準
額
）

・
家
屋
に
つ
い
て
（
所
在
、
地
番
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床

面
積
、
価
格
、
課
税
標
準
額
）

・
償
却
資
産
に
つ
い
て
（
所
在
、

種
類
、
数
量
、
価
格
、
課
税
標

準
額
）

◆
閲
覧
で
き
る
か
た

・
本
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
（
同
居
の
親
族
も
閲
覧
で

き
ま
す
）

・
納
税
義
務
者
の
委
任
を
受
け
た

か
た
（
た
だ
し
、
委
任
状
が
必

要
で
す
）

・
納
税
管
理
人

・
借
地
人
、
借
家
人
の
か
た
な
ど

も
固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

◆
閲
覧
手
数
料
　
無
料
（
た
だ
し
、

４
月
１
日
　
か
ら
６
月
１
日
　

（水）

（月）

ま
で
の
縦
覧
期
間
の
み
）

◆
持
参
す
る
も
の

・
 
納
税
者
を
確
認
で
き
る
も
の

（
納
税
通
知
書
や
運
転
免
許
証

な
ど
）

・
納
税
者
か
ら
の
委
任
を
受
け
た

か
た
は
、
そ
の
委
任
状

・
閲
覧
す
る
か
た
の
印
鑑

〔
借
地
人
、
借
家
人
の
閲
覧
に
つ

い
て
〕

◆
条
件
と
閲
覧
内
容

　
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
持
参
す
る
も
の

・
賃
貸
借
契
約
書
、
地
上
権
、
そ

　
の
他
の
権
利
の
成
立
お
よ
び
有

効
性
を
証
す
る
契
約
書
ま
た
は

契
約
に
基
づ
く
賃
借
料
を
支

払
っ
た
領
収
書
あ
る
い
は
証
明

書
な
ど

・
閲
覧
す
る
か
た
の
印
鑑

※
詳
し
く
は
、
税
務
課（
内
線
１
１

２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

固固固固固固固固固固
定定定定定定定定定定
資資資資資資資資資資
産産産産産産産産産産
税税税税税税税税税税
台台台台台台台台台台
帳帳帳帳帳帳帳帳帳帳

　
固
定
資
産
税
台
帳
ののののののののののの

縦縦縦縦縦縦縦縦縦縦
覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧
とととととととととと
閲閲閲閲閲閲閲閲閲閲
覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧
をををををををををを
行行行行行行行行行行
いいいいいいいいいい
まままままままままま

　
　
　
　
縦
覧
と
閲
覧
を
行
い
ま
すすすすすすすすすすす

閲覧内容条　　　件

当該権利の目的である

土地についての賃借権、その他の

使用または収益を目的とする権

利を有償で有するかた

借地人

当該権利の目的である家

屋およびその敷地である

土地

家屋についての賃借権、その他の

使用または収益を目的とする権

利を有償で有するかた

借家人

■条件と閲覧内容



（１３）広報めいわ　平成２１年３月１０日

　
建
設
水
道
課
　
　
　
内
線
１
７
４

　
町
で
は
、
４
月
１
日
に
下
水
道

の
供
用
開
始
区
域
の
拡
大
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
新
た
に
下

水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

区
域
は
、
江
口
・
南
大
島
・
新
里
・

中
谷
・
矢
島
・
大
佐
貫
地
区
の
一

部
（
約
　
　
）
で
す
。

１８
ｈａ

　
対
象
区
域
の
皆
さ
ん
に
下
水
道

へ
早
期
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
支
援
制
度
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
一
括
納
付
報
償
金
】

　
受
益
者
負
担
金
が
賦
課
さ
れ
て

最
初
の
納
期
（
７
月
末
日
）
ま
で

に
一
括
で
納
付
し
た
場

合
、
報
償
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

□
報
償
金
額
　
１
万
円

※
そ
の
年
の
該
当
者
あ

て
に
提
出
期
限
を
記
載

し
た
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
建
設
水
道
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
早
期
接
続
特
別
奨
励

金
】

　
公
共
下
水
道
に
早
期

接
続
を
行
う
か
た
に
交

付
さ
れ
ま
す
。

□
奨
励
金
額
　
５
万
円

□
対
象
　
４
月
１
日
か
ら
供
用
開

始
す
る
区
域
内
で
、
敷
地
内
に

公
共
ま
す
と
こ
れ
を
利
用
す
べ

き
建
物
が
あ
る
か
た
で
、
供
用

開
始
の
日
か
ら
１
年
以
内
に
接

続
を
完
了
す
る
か
た

□
申
込
方
法
　
交
付
申
請
書
を
５

月
　
日
　
ま
で
に
指
定
工
事
店

１１

（月）

を
経
由
し
て
建
設
水
道
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

込
期
限
を
過
ぎ
る
と
奨
励
金
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

※
一
括
納
付
報
償
金
と
早
期
接
続

特
別
奨
励
金
は
、
受
益
者
負
担
金

の
納
付
額
を
減
額
す
る
こ
と
に
よ

り
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
浄
化
槽
廃
止
補
助
金
】

　
既
設
の
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
下

水
道
に
接
続
す
る
場
合
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

□
補
助
金
額
　
３
万
円
　

　
排
水
設
備
工
事
を
依
頼
し
た
指

定
工
事
店
を
経
由
し
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
】

　
排
水
設
備
工
事
に
要
す
る
資
金

の
融
資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給
の

制
度
で
す
。

□
融
資
限
度
額

・
既
設
の
汲
み
取
り
便
所
を
水
洗

便
所
に
改
造
し
て
接
続
す
る
た

め
の
工
事
　
　
１
０
０
万
円

・
既
設
の
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
接

続
す
る
た
め
の
工
事
　
　
万
円

５０

□
利
子
補
給
額

・
限
度
額
内
に
お
い
て
取
扱
金
融

機
関
が
融
資
し
た
資
金
に
見
合

う
利
子
の
２
分
の
１
相
当
額

□
対
象
者

　
改
造
し
よ
う
と
す
る
家
屋
の
所

有
者
で
町
内
に
住
所
の
あ
る
か
た
、

ま
た
は
所
有
者
の
同
意
を
得
た
使

用
者
で
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
備

え
て
い
る
か
た
で
す
。

①
水
道
料
金
、
受
益
者
負
担
金
、

町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
か

た
②
自
己
資
金
の
み
で
は
、
改
造
工

事
費
を
一
時
に
負
担
す
る
こ
と

が
困
難
な
か
た

③
融
資
を
受
け
た
資
金
の
十
分
な

支
払
能
力
が
あ
る
か
た

④
供
用
開
始
の
告
示
日
か
ら
３
年

以
内
に
改
造
工
事
を
行
う
か
た

⑤
確
実
な
連
帯
保
証
人
の
あ
る
か

た
※
詳
し
く
は
、
建
設
水
道
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
よ
く
あ
る
ご
質
問
】

ど
う
し
て
受
益
者
負
担
金
を

下
水
道
処
理
区
域
の
住
民
が

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
か
？下

水
道
の
建
設
に
は
長
い
年

月
と
多
く
の
資
金
を
必
要
と

し
、
こ
の
建
設
費
は
国
、
県
か
ら

の
補
助
金
と
町
費
（
税
金
な
ど
）

で
賄
わ
れ
ま
す
。
下
水
道
が
整
備

さ
れ
た
区
域
の
人
は
、
浄
化
槽
を

使
用
し
な
く
て
も
水
洗
ト
イ
レ
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
活

排
水
も
下
水
管
を
流
れ
る
た
め
、

周
り
の
環
境
も
良
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
恩
恵
が
受
け

ら
れ
る
の
は
、
下
水
道
が
使
え
る

区
域
の
中
だ
け
で
す
。
公
共
下
水

道
は
、
道
路
や
公
園
の
よ
う
に
誰

で
も
が
利
用
で
き
る
公
共
施
設
と

は
違
い
、
整
備
さ
れ
て
い
な
い
区

域
の
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
の
人
に
建
設
費
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
観
点
か
ら

受
益
者
負
担
金
を
受
益
者
か
ら
徴

収
す
る
と
い
う
こ
と
が
都
市
計
画

法
や
町
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
に
関
す
る
条
例
に
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

江
口
・
南
大
島
・
新
里
・
中
谷
・
矢
島
・
大
佐
貫
地
区
の
一
部
の

下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
を
拡
大

ＱＡ



（１４）

【
小
児
科
】

　
４
月
か
ら
館
林
厚
生
病
院
の
小

児
科
の
診
療
体
制
が
次
の
と
お
り

変
わ
り
ま
す
。

入
院
診
療
　

　
受
入
れ
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

外
来
診
療
　

①
午
前
（
９
時
～
　
時
）
は
、　
一

１１

般
診
療
   

②
午
後
は
、
完
全
予
約
制

救
急
診
療
　

　
す
べ
て
の
時
間
帯
で
の
受
入
れ

が
困
難
と
な
り
ま
す
。

※
「
群
馬
こ
ど
も
救
急
相
談
（
電

話
に
よ
る
相
談
）」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
受
付
時
間
　

煙
月
曜
日
～
土
曜
日
　
午
後
７
時

～
午
前
０
時

煙
日
曜
日
、
祝
日
等
　
午
前
９
時

～
午
前
０
時

相
談
電
話
番
号
　
＃
8
0
0
0

【
小
児
科
以
外
】

　
小
児
科
以
外
の
急
病
時
の
診
療

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

臼
お
近
く
の
医
院
・
診
療
所
（
か

か
り
つ
け
医
）
の
紹
介
状
を
持

参
し
、
館
林
厚
生
病
院
へ

渦
館
林
市
夜
間
急
病
診
療
所
の
紹

介
状
を
持
参
し
、
館
林
厚
生
病

院
へ

　
館
林
厚
生
病
院
は
、
専
門
的
な

検
査
・
治
療
や
入
院
治
療
が
必
要

な
患
者
さ
ん
の
医
療
を
行
う
と
い

う
役
目
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
皆

さ
ん
は
普
段
か
ら
か
か
り
つ
け
医

を
持
ち
、
す
べ
て
の
か
た
が
適
切

な
医
療
機
関
で
適
切
な
治
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
総
務
課
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

　
役
場
で
は
、
４
月
１
日
　
か
ら
、

（水）

業
務
時
間
を
午
前
８
時
　
分
～
午

３０

後
５
時
　
分
に
変
更
し
ま
す
。

１５

　
こ
の
変
更
に
伴
い
、
毎
週
月
曜

日
（
ハ
ー
ト
フ
ル
マ
ン
デ
ー
）
に

つ
い
て
も
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

７
時
　
分
と
な
り
ま
す
。

１５

　
業
務
時
間
以
外
の
対
応
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

纂
役
場
庁
舎
西
側
入
口
の
警
備
室

に
て
対
応

煙
平
日
　
午
前
８
時
～
８
時
　
分
、

３０

　
午
後
５
時
　
分
～
午
後
　
時

１５

１０

煙
休
日
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分
１５

纂
セ
コ
ム
群
馬
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
て
対
応

煙
平
日
　
午
後
　
時
～
午
前
８
時

１０

煙
休
日
　
午
後
５
時
　
分
～
午
前

１５

８
時
　
分
３０

煙
電
話
　
０
２
７
・
２
５
３
・
７

１
３
２

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分
に

３０

１５

役
場
の
業
務
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
現
在
消
防
車
で
は
、
要
救
助

者
を
１
分
１
秒
で
も
早
く
、
救

出
搬
送
す
る
た
め
に
特
殊
事
故
、

急
病
者
の
搬
送
困
難
な
と
き
、
救

急
車
と
同
時
に
消
防
車
が
出
動

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

は
、
火
災
と
同
じ
く
サ
イ
レ
ン

を
連
続
吹
鳴
し
て
出
動
し
て
い

ま
し
た
が
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ

し
い
と
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
火
災
と
他
の
災
害

出
動
が
区
別
で
き
る
よ
う
、
次

の
よ
う
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
方
法

を
４
月
１
日
か
ら
変
え
ま
す
。

■
火
災
出
動
す
る
消
防
車
の
サ

イ
レ
ン
は

「
ウ
～
　
カ
ン
・
カ
ン
・
カ
ン
」「
ウ

～
　
カ
ン
・
カ
ン
・
カ
ン
」と
サ
イ

レ
ン
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

■
火
災
以
外
の
救
助
・
救
急
支

援
・
警
戒
出
動
は

「
ウ
～
　
ウ
～
　
ウ
～
」と
サ
イ

レ
ン
の
み
鳴
ら
し
ま
す
。

■
火
災
が
鎮
火
し
消
防
署
に
戻

る
と
き
は

「
カ
ン
・
カ
ン
～
カ
ン
・
カ
ン
」

消
え
た
こ
と
こ
と
を
知
ら
せ
、

安
心
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
鳴

ら
し
ま
す
。

　
消
防
活
動
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

※
火
災
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

山
　
・
９
９
９
９

７４ 緊急出動時の
サイレンが

変わります

　
館
林
消
防
本
部
　
撒
　
・
３
１
７
１

７２

館
林
厚
生
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
児
科
の
診
療
体
制
が
変
わ
り
ま
す

　
館
林
厚
生
病
院
　
山
　
・
３
１
４
０

７２

急　病 

かかりつけ医

夜間急病診療所

館林厚生病院

紹介状 

紹介状 

町のお知らせテレホンサービス

　「テレドーム」をご利用下さい。
　屋外放送が聞き取れなかったことはあり

ませんか？そんな時は電話で緊急放送など

の内容を聞くことができます。

山０１８０－９９２－３０３
※恐れ入りますが通話料はご負担願います。



（１５）広報めいわ　平成２１年３月１０日

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
入
学
等

支
度
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
ひ
と
り
親
家
庭
お
よ
び
父

母
の
い
な
い
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
家
庭
に
、
入
園
・
入

学
・
進
学
・
就
職
支
度
金
を
支

給
し
ま
す
。

■
対
象

　
今
春
こ
ど
も
園
入
園
（
町
外

の
幼
稚
園
、
保
育
園
含
む
。

た
だ
し
、
再
入
園
は
除
く
）、

小
学
校
入
学
、
中
学
校
進
学

ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
し
就

職
す
る
児
童
・
生
徒
が
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
等
。

　
な
お
、
養
育
者
の
所
得
が

一
定
以
上
あ
る
場
合
等
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
支
給
額
（
一
人
に
つ
き
）

煙
こ
ど
も
園
入
園
　
1
万
円

（
町
外
の
幼
稚
園
、
保
育
園

含
む
）

煙
小
学
校
入
学

　
　
１
万
２
０
０
０
円

煙
中
学
校
進
学

　
　
１
万
５
０
０
０
円

煙
中
学
校
卒
業
し
就
職

　
　
２
万
円

■
申
込
期
限
　
３
月
　
日
　

２７

（金）

■
申
込
方
法
　
直
接
、
住
民

　
福
祉
課
へ
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課

（
内
線
１
４
４
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

くん

２歳９か月　須賀

Ｈ１８年５月２９日生まれ

イタズラもほどほど

に 竃 名 前 ど おり
優しい子に育って

ね。　

　　　　　（家族より）

田中 優樹 
ゆ う き

ちゃん

２歳８か月　須賀

Ｈ１８年６月１７日生まれ

佐藤 心奏 
こ こ な

いつも笑顔いっぱい

な心ちゃん。これか

らもお姉ちゃんと仲

良くしてね竃　

　　　　　（家族より）

餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

優良町村表彰・海洋セン

ター特Ａ評価表彰を受賞

　１月３０日に

行われた全国

町村会総会で、

永年にわたる

地方自治の発

展への貢献が認められ、当町が優良

町村として表彰されました。

　また、１月２９日には、町海洋セン

ターが「スポーツ・健

康・人づくり」の活動

拠点として最高評価

「特Ａ評価」の認定を

受け、全国の模範とし

て表彰されました。

　
住
民
福
祉
課
　
　
　
内
線
１
４
４

ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　
町
で
は
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
際
に
料
金
の
一
部
を
補
助
す
る

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
｣
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
在
宅
で
お
暮
ら
し
の
か
た
で
、

次
の
①
～
⑦
の
要
件
に
該
当
す
る

か
た
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
、

２
級
の
か
た

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
か
た

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

※
①
、
②
、
③
で
あ
っ
て
も
自
動

車
税
ま
た
は
、
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

④
　
歳
以
上
の
か
た
の
み
で
構
成

７０す
る
世
帯

⑤
　
歳
以
上
の
か
た
と
他
方
が
　

７０

６５

歳
以
上
の
か
た
で
構
成
す
る
二

人
暮
ら
し
世
帯

⑥
母
子
家
庭
世
帯
ま
た
は
、
父
子

家
庭
世
帯

⑦
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
被

保
護
世
帯

※
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
の
世
帯
の
う

ち
、
四
輪
自
動
車
を
所
有
し
、
四

輪
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
た
が
い
る
世
帯
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

□
補
助
額
　
運
賃
の
う
ち
基
本
料

金
を
補
助

□
利
用
券
の
交
付
　
対
象
者
一
人

に
つ
き
年
間
　
枚
（
年
度
の
途

４０

中
で
申
請
し
た
か
た
は
、
月
割

り
で
交
付
し
ま
す
）

※
交
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

地
区
民
生
委
員
ま
た
は
、
住
民
福

祉
課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。
詳
し
く

は
、
住
民
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
　

環境美化・清掃活動

ボランティア募集！

　『ふるさとの広場』清掃活動に参加

してみませんか？

　気軽に参加できるボランティア活

動です。ボランティアに興味のある

かたは、企画課へお申し込みください。

皆さんの参加をお待ちしております。

■日時　３月２９日（日）午前１１時～正午

■場所　ふるさとの広場

※ログハウス前へ集合してください。

■対象　ボランティアに興味のあるかた

■内容　広場の清掃（ゴミ拾い・落葉

掃き等）

※軍手、ほうきは各自用意してください。

■申込方法　企画課（内線２２２）へ直

接、または電話で申し込む

■申込期限　３月２６日（木）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１６）

スピーカーづくりの指導を受ける児童

　２月９日、東小学校で町内企業の㈱アドバンテス

トの技術者らが特別講師となり電磁石を使ったス

ピーカーづくりをとおして電流の働きの授業が行わ

れました。県理科支援員等配置事業によるもので、

理科の授業における観察・実験活動の充実および教

員の資質向上を図ることを目的としています。生徒

たちは「勉強の内容は難しかったけど、いつもの授

業と違っておもしろかった」と話していました。

企業技術者が理科の授業
　県理科支援員等配置事業

　ボウリングで懇親を深める参加者

スコア競って懇親深める
　町労使教育委員会ボウリング大会

　２月７日、町労使教育委員会ボウリング大会が館

林市内のボウリング場で行われました。第７回と

なった大会には、町内在住在勤の勤労者とその家族

７５人が参加して爽やかな汗を流していました。

各部門優勝者は次のとおり。

男子の部　優勝　栗田伸樹さん

女子の部　優勝　伊藤千鶴さん

小中学生の部　優勝　早川潤伸さん

万が一のときに備えて
防災ママさん講習会

　町婦人消防隊による防災ママさん講習会が２月

７・１４・２１日の３日間、ふるさと産業文化館で開か

れ、隊員３３人が家庭における火気使用器具の取扱

いや救命に必要な応急手当、地震対策などを学びま

した。７日には、天ぷら鍋火災時の消火器の取扱い

方をなどを体験。参加者は「消火器を使うのは思っ

たより難しかったので、万が一のときに備えて体験

できたことは良かったと思います」と話していました。

消火器の取扱い方を体験する婦人消防隊員

ごみの分別でＣＯ  削減を訴える
地球温暖化対策地域セナー

資源ごみの分別収集の取り組みについて発表をする環境課長

　２月６日、東部県民局地球温暖化対策地域協議会

主催の館林・邑楽地域地球温暖化対策地域セミナー

が館林市文化会館で開かれ、市民や町民ら約１２０人

が参加。家庭でできる二酸化炭素（CO ）排出削減へ

の取り組みを学びました。事例発表では、本町の資源

ごみ分別収集３６種類の取り組みなどを発表。かけが

えのない、大切な地球を未来に残すため、ごみの分別

を継続することで、CO  の排出削減を訴えました。２ 

２

２
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枯草火災・不法投棄に備えて
利根川河川敷枯草焼却

　作業を行う消防団員と消防隊員

　元気いっぱいに演技する園児たち

　２月８日、利根川河川敷の枯草焼却が行われまし

た。河川敷の枯草などを焼却することによって、枯

草火災予防や害虫駆除、廃棄物の不法投棄防止など

を目的に行われるものです。町消防団員約６０人と

館林地区消防組合消防隊員が作業にあたり、国土交

通省川俣出張所職員、町職員らが立ち会い実施され

ました。しかし、当日は強風のため江口地先のみの

実施となりました。

我が子の成長に目頭熱く
こども園生活発表会

　 ２月２８日、明和こども園の「生活発表会」がふ

るさと産業文化館で行われ、園児たちの１年間の成

長の様子が保護者らに披露されました。園児３３２

人が、お遊戯やオペレッタ、竹馬などを元気いっぱ

いに披露。園児たちは「じょうずにできたよ」と満

足そうに話していました。会場に詰めかけた保護

者のかたたちは、惜しみない拍手を贈りながら我が

子の成長ぶりに目頭を熱くしていました。

実験報告をする福多さん（中央）と新宮さん（右）

防犯灯の研究成果を提言
新里パトロール隊防犯照明実験報告会

　２月２１日、ふるさと産業文化館で新里パトロール

隊(小宅誠隊長）による防犯照明実験報告会が行わ

れました。実験は横浜国立大学大学院生新宮雄太さ

んと照明プランナー福多佳子さんらが協力しての実

施。報告では、白色防犯灯に電球色の門灯等が加わ

ることで安心感や好ましさを感じ、環境に配慮する

ＬＥＤ防犯灯の有効性を実証しました。この結果を

もとに隊員から防犯灯の増設提案がありました。

２年生を代表して謝辞を述べる瀧澤さん

　２月４日、少年立春式がふるさと産業文化館で行

われました。立春式は、子どもから成人への階段を

上りはじめた１４歳の少年少女が、社会の一員とし

ての自覚を持ち自ら将来にのぞんで志を立てても

らうために行われます。来賓からの祝辞や３年生

からの激励を受けて、２年生代表の瀧澤啓文さんが

「自分で考え進んで行動できる生徒として目標に向

かって全力投球します」と決意を述べました。

自らの将来に志を立てる
少年立春式
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教
育
委
員
会
情
報

B
o
a
rd
o
f
E
d
u
ca
tio
n
In
fo
rm
a
tio
n

女
性
参
画
講
演
会
を
行
い
ま
す

□
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午
後
１

２７

（金）

時
　
分
～
午
後
３
時

３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
内
容
　
成
功
へ
の
道
の
り
に
つ

い
て

□
講
師
　
小
林
由
美
さ
ん

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
参
加
費
　
無
料

□
定
員
　
　
人
２０

□
申
込
期
間
　
３
月
　
日
　
～
　

１４

（土）

２２

日
　（日）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
電

話
、
ま
た
は
直
接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
参
加
者
募
集

　
子
ど
も
達
が
放
課
後
に
安
全
で

安
心
し
て
い
ら
れ
る
活
動
拠
点
と

し
て
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を

昨
年
６
月
よ
り
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
も
児
童
の
募
集
を

２１

行
い
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
す

る
か
た
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
度
参
加
し
て
い
て

今
年
度
も
参
加
を
希
望
す
る
か
た

は
再
度
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
町
内
小
学
校
の
全
て
の

児
童

□
活
動
日
　
月
・
水
・
金
曜
日

□
活
動
時
間
　
放
課
後
（
午
後
２

時
～
午
後
４
時
）

□
活
動
場
所
　
町
内
小
学
校
の
余

裕
教
室

□
活
動
内
容
　
図
書
・
学
習
・
ゲ
ー

ム
・
ス
ポ
ー
ツ
等

□
指
導
者
　
安
全
管
理
員
・
学
習

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

□
利
用
者
負
担
　
原
則
と
し
て
傷

害
保
険
料（
年
６
０
０
円
）の
み

□
申
込
期
限
　
４
月
５
日
　（日）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
に
用

意
し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
傷
害
保
険
料
６

０
０
円
を
添
え
て
申
し
込
む

※
今
年
度
は
４
月
　
日
　
か
ら
開

１５

（水）

始
い
た
し
ま
す
。
昨
年
度
は
、
学

期
ご
と
に
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
１
回
目
以
降
、
随
時
受

け
付
け
ま
す
。
そ
の
際
、
保
険
申

込
時
に
か
か
る
費
用
の
ご
負
担
は

各
自
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

邑
楽
郡
青
少
推
青
パ
ト
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
２
月
８
日
、
邑
楽
郡
５
町
の
青

少
年
育
成
推
進
員
な
ど
が
参
加
し
、

郡
内
の
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
「
邑
楽
郡
青

少
推
青
パ
ト
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
は
、
邑
楽
郡
青
少
年

育
成
連
絡
協
議
会
の
相
澤
則
夫
会

長
が
、
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く

り
へ
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

郡
内
の
安
全
の
た
め
真
剣
な
眼
差

し
で
見
回
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

よ
み
む
め
む
じ
か
の
お
は
な
し
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
２
月
　
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

１５

化
館
研
修
室
で
館
林
市
の
お
話

し
・
音
楽
グ
ル
ー
プ
「
よ
み
む
め

む
じ
か
」
の
お
は
な
し
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
約
１
０
０
人
の
観
客

が
集
ま
り
、
用
意
し
た
席
に
座
り

き
れ
ず
立
ち
見
も
で
る
ほ
ど
の
人

気
で
し
た
。
観
客
は
、
出
演
者
が

奏
で
る
音
楽
や
お
話
し
な
ど
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

関
東
大
会
以
上
に
出
場
す
る
か
た

に
壮
行
金
を
授
与
し
ま
す

　
町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る

た
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
県

予
選
大
会
等
を
勝
ち
抜
い
て
関
東

大
会
以
上
に
出
場
す
る
か
た
に
壮

行
金
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

□
目
的
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

や
そ
の
か
た
の
健
闘
を
た
た
え
、

今
後
の
活
躍
を
祈
念
す
る
た
め

□
対
象
者
　
町
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者
の
団
体
ま
た
は
個
人

子ども陶芸教室が開かれました
　子どもたちに陶芸に親しんでもらい、作品を作ることで豊かな想
像力を育み、自ら作り出すことの喜びを知ってもらおうと、１月２４
日・２月７日の２回にわたり中央公民館で「子ども陶芸教室」が開か
れました。
　教室では、第１回は形作り、第２回は色つけが行われ、子どもたち
は先生の指導を受けながら熱心に陶芸作りに励んでいました。参加
した児童は「楽しかったです。お家や学校でもやってみたいです。ま
た教室があったら参加したいです」と話していました。作品を手にする児童

【

】

社
会
体
育
館

【

】

中
央
公
民
館

【

】

産
文
・
図
書
館
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□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
。

競
技
優
秀
者
等
を
表
彰
し
ま
す

　
町
体
育
協
会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
図
る
た
め
、
競
技
優
秀
者
等

を
次
の
表
彰
規
程
に
よ
り
表
彰
し

ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
社
会
体

育
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
競
技
優
秀
者
〕

◎
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ

の
年
度
県
大
会
で
優
秀
し
た
か

た
お
よ
び
県
記
録
を
作
っ
た
か

た
、
関
東
大
会
以
上
に
出
場
し

て
優
秀
な
成
績
（
入
賞
）
を
収

め
た
か
た

◎
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て

は
、
そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
以
上
に
出
場
し
て
優
秀
な

成
績
（
関
東
大
会
３
位
以
内
、

全
国
大
会
６
位
以
内
）
を
収
め

た
か
た

◎
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体

を
個
人
と
み
な
し
ま
す

※
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
　
日
ま

３１

で
と
し
ま
す
。

〔
功
労
者
〕

◎
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
特
に

功
績
の
あ
っ
た
か
た

◎
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ

た
か
た

◎
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の

功
績
の
あ
っ
た
か
た

※
い
ず
れ
も
　
歳
以
上
の
か
た
。

５０

〔
特
別
賞
〕

◎
そ
の
年
の
４
月
１
日
か
ら
翌
年

３
月
　
日
ま
で
の
世
界
選
手

３１

権
・
ア
ジ
ア
大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
に
日
本
代
表
選
手
と
し

て
参
加
し
た
か
た

〔
感
謝
状
贈
呈
〕

◎
多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た

め
活
躍
さ
れ
、
退
任
す
る
役
員

お
よ
び
理
事

※
こ
れ
ら
の
表
彰
を
受
け
る
場
合

は
、
い
ず
れ
も
町
体
育
協
会
お
よ

び
加
盟
の
各
種
目
別
競
技
団
体
長

ま
た
は
町
内
の
各
学
校
長
の
推
薦

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
社
会

体
育
館
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
結
果

（
敬
称
略
）

第
　
回
協
会
杯
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー

２４
ル
大
会

優
　
勝
　
ク
イ
ー
ン
ズ

準
優
勝
　
明
和
ク
ラ
ブ

第
１
回
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
２
月
7
・
8
日
、
社
会
体
育
館

で
第
１
回
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
行
わ
れ
、
　

チ
ー
ム
、

１３

約
１
５
０
人
が
参
加
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
ま

で
町
親
善
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
と
し

て
行
っ
て
い
た
親
善
試
合
が
今
回

か
ら
町
民
大
会
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
の
部

優
　
勝
　
ア
ソ
ー
ト

準
優
勝
　
リ
メ
ン
バ
ー

３
　
位
　
ク
ロ
フ
ネ

３
　
位
　
バ
ー
ス
ト

女
子
の
部

優
　
勝
　
館
林
商
工
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル

 Information  Information 

　フランス中部の農村を舞台に、双子の兄弟

と田舎娘ファデットが織りなす愛の物語。

□日時　３月２９日（日）　午後１時３０分

□場所　ふるさと産業文化館

□入場料　無料

※詳しくは、ふるさと産業文化館へお問い合
わせください。

今月の映画 　愛の妖精

図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館映映映映映映映映映映画画画画画画画画画画ササササササササササロロロロロロロロロロ図書館映画サロンンンンンンンンンンン

明和町図書館から

●開館時間　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　毎週月曜日・年末年始

Book図書館情報

◇幼児～小学校低学年

ランドセルがやってきた

幼稚園から帰ってきたう
みひこくんに、大きなプ
レゼントが届いていまし
た。中身はいったいなん
だろう…。

中川 ひろたか 文
村上 康成 絵

◇小学生
オバマ

バラク・オバマ少年が、
アメリカ合衆国初のアフ
リカ系アメリカ人大統領
となるまでを描いた物語。

ロバータ・エドワーズ著
ケン・コール 絵
日当 陽子 訳

◇中学生～一般

永遠に生きるために

なぜ人は死んでしまうの？
死んだら、人はどこへゆく
の？死を間近にした少年
サムがつづる物語。

サリー・ニコルズ 作
野の水生 訳

３

◇一般

知識ゼロからの
会社の数字入門

仕事や会社に関連する数
字をテーマとした「超」入
門書。

弘兼 憲史 著
前田 信弘 著

 月のおすすめ図書

選手宣誓熱戦を繰り広げる参加者 開会式の様子



（２０）（２０）

※町政に対するご意見等がありましたら、役場やふるさと産業文化館、中央公民館、海洋センターに用紙が置いてありますのでご利用く
ださい。なお、「みんなの声」は、役場庁舎内の掲示板にも掲示しています。

　定額給付金について、提言いたします。
　先日ニュース等で話題にしていました、地域振興券のような形で配布をしませんか。１人プラス1000円にし
て、窓口配布にするとか、アイディアはいろいろでしょうが…。せっかくの政策が活きるようにしたらいいと

思い、メールしました。 

　ご提言ありがとうございます。

定額給付金について、現金ではなく地域振興券のような商品券方式で配る、また町独自で上乗せをするという

ご提言ですが、確かに町内限定の商品券にしますと町内業者の活性化と、配布した分については必ず消費され

るという利点があると思います。また、町で金額を上乗せすることにより一層の経済活動を促すなど、プラスの効果が期

待されると思います。しかし、今回の給付金につきましては、町で行う事業ではありますが国の補助金を受けて行うもの

ですから、制約もございます。総務省から示されている要綱では、口座振替または現金での支給となっており、商品券等

での支給はできないと思われます。また、配布した商品券は消費される一方、それに見合う金額が貯蓄され、予想したほ

どは消費刺激にはならなかったとの地域振興券の時の報告もございます。更に、町での上乗せですが、1,000円上乗せで

も1,100万円以上の財源が必要となる計算でございます。このお金について、消費を期待するという考えと共に、税金と

してお預りしているお金ですから、少子化対策や社会的弱者への支援など公的サービスの財源として使うことも考える必

要があると思います。　これらの点を踏まえ、町としては支給事務については、口座への振込みとし、上乗せの事業は行わ

ない予定でおります。　せっかくのご提言を活かせる回答とはなりませんでしたが、厳しい経済状況の下、公共サービス
のあり方について今後も皆様と共に考えたいと思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。　　　　　（総務課）

栗原 楓 ちゃん（南大島）
かえで

増田 莉子 ちゃん（新里）
り こ

関根 知美 ちゃん（須賀）
と も み

柿沼 勇翔 くん（新里）
ゆ い と

菅谷 翔世 くん（中谷）
ひ ゅ う な

斉藤 大輝 くん（新里）
た い き

太田 直岐 くん（梅原）
な お き

坂上 琢磨 くん（新里）
た く ま

丸本 拓実 くん（矢島）
た く み

３歳児健診で虫歯のない子を掲載しています。

虫歯予防のポイント
～定期的なフッ素塗布～

フッ素は歯質の虫歯に対する抵抗力を強化するものです。

定期的に塗布することにより、虫歯になりにくい葉を保ち

ます。現に明和町でもフッ素塗布を導入してから虫歯の 罹 
り

患は年々減少してきています。



INFORMATION

掲示板

（２１）広報めいわ　平成２１年３月１０日

　
平
成
　
年
４
月
分
か
ら
平
成
　

２１

２２

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
１
万
４
６
６
０
円
で
す
。

　
保
険
料
の
納
付
に
は
ロ
座
振
替

の
「
早
割
」
が
お
得
で
便
利
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
口
座
振
替
の
指
定
日
を

納
付
期
限
よ
り
1
か
月
早
め
る
こ

と
で
、
1
か
月
当
た
り
の
保
険
料

が
　
円
割
引
に
な
る
制
度
で
す
。

５０
ま
た
、
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、

そ
の
後
は
毎
月
の
保
険
料
が
指
定

の
預
貯
金
口
座
か
ら
定
期
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
「
早
割
」
制
度
を
ご
希
望

の
か
た
は
、
①
預
貯
金
通
帳
、
②

預
貯
金
通
帳
届
出
印
、
③
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
（
年
金
手

帳
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
な

ど
）
を
持
参
の
う
え
、
太
田
社
会

保
険
事
務
所
（
山
　
・
３
７
１
２
）

４９

ま
た
は
健
康
づ
く
り
課
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

（
内
線
１
２
５
）
へ
。

　
町
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
、
公
共
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指

定
し
ま
し
た
。

□
指
定
日
　
２
月
２
日

□
住
所
　
板
倉
町
大
字
岩
田
５
０

８
番
地
の
３

□
業
者
名
　
　
岩
崎
設
備

（有）

□
連
絡
先
　
山
　
・
０
０
２
７

８２

　
ヨ
シ
に
寄
生
す
る
害
虫
の
駆
除

な
ら
び
に
野
火
に
よ
る
周
辺
家
屋

へ
の
類
焼
防
止
、
ま
た
貴
重
な
湿

地
環
境
の
保
全
等
を
目
的
と
し
て

渡
良
瀬
遊
水
池
の
ヨ
シ
焼
き
が
次

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
風
向
き
や
上
昇
気
流
に
よ
り
灰

や
煙
が
広
範
囲
に
わ
た
り
飛
散
し
、

洗
濯
物
へ
の
付
着
、
庭
や
屋
根
へ

の
降
灰
等
、
大
変
ご
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
遊
水
池

の
必
要
性
、
ヨ
シ
焼
き
の
主
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
ゴ
ル
フ
場
を
除

く
遊
水
池
全
域
（
上
空
も
含
む
）

が
関
係
者
以
外
立
ち
入
り
禁
止
と

な
り
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

□
実
施
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午

２１

（土）

前
８
時
　
分
３０

　
第
一
予
備
日
　
３
月
　
日
　

２２

（日）

　
第
二
予
備
日
　
３
月
　
日
　

２９

（日）

□
実
施
範
囲
　
渡
良
瀬
遊
水
池
全
域

※
詳
し
く
は
、
渡
良
瀬
遊
水
池
ア

ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団
へ
。

　
館
林
警
察
署
管
内
で
発
生
し
て

い
る
交
通
人
身
事
故
の
う
ち
最
も

多
い
事
故
類
型
は
出
会
い
頭
事
故

で
す
。

　
交
通
事
故
防
止
の
出
発
点
は
、

危
険
予
測
で
す
。
常
に
危
険
を
予

測
し
て
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
出
会
い
頭
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
一
時
停
止
交
差
点
３
（
ス

リ
ー
）
ス
ト
ッ
プ
運
動
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

一
時
停
止
交
差
点
３
（
ス
リ
ー
）

ス
ト
ッ
プ
と
は
…

・
１
ス
ト
ッ
プ
　
停
止
線
直
前
で

必
ず
停
止

・
２
ス
ト
ッ
プ
　
自
車
が
交
差
点

進
入
す
る
直
前
で
再
停
止

・
３
ス
ト
ッ
プ
　
見
と
お
し
の
悪

い
交
差
点
は
確
認
で
き
る
位
置

で
再
々
度
停
止

※
詳
し
く
は
、
館
林
警
察
署
へ
。

　
昭
和
　
年
　
月
に
東
毛
広
域
市

６０

１１

町
村
圏
振
興
整
備
組
合
が
設
置
し

運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
東

毛
歴
史
資
料
館
が
、
４
月
よ
り
太

田
市
へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
同
館
の
開

館
は
３
月
　
日
　
を
も
っ
て
終
了

１５

（日）

し
、
翌
　
日
　
以
降
は
館
内
整
理

１６

（月）

等
の
た
め
閉
館
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
太
田
市
移
管
後
は
、
館

名
称
も
変
わ
り
、
４
月
下
旬
頃
に

開
館
と
な
る
予
定
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
東
毛
歴
史
資
料
館

へ
。

定
期
相
談
・
健
診

【
町
の
無
料
法
律
相
談
】

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　

１０

（金）

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
役
場
委
員
会
室

□
対
象
　
明
和
町
民

□
担
当
　
森
尻
弁
護
士

□
受
付
期
間
　
４
月
１
～
８
日

ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

【
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
】

□
日
時
　
４
月
　
日
　

１５

（水）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
役
場
会
議
室

【
年
金
相
談
】

□
日
時
　
４
月
　
日
　

１６

（木）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
館
林
市
役
所

【
交
通
事
故
相
談
】

□
日
時
　
４
月
３
・
　
日
　

１７

（金）

　
 午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

□
場
所
　
太
田
市
役
所

【
健
康
相
談
】

□
日
時
　
４
月
７
日
　（火）

　
午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時

３０

１０

　
分
受
付

３０
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
    

□
対
象
　
乳
幼
児
・
成
人

【
乳
幼
児
健
診
】

□
日
時
　
４
月
９
日
　（木）

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
受
付

□
対
象
　
　
年
４
月
生
、　
年
４
・

１９

20

６
・
９
・
　
月
生

１２

お
知
ら
せ

上
水
道
・
下
水
道
の

指
定
工
事
店
に
指
定

　
建
設
水
道
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

口
座
振
替
の
「
 早
割
 」

は

や

わ

り

が
お
得
で
便
利

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

渡
良
瀬
遊
水
池
で
ヨ
シ

焼
き
を
行
い
ま
す

　
　
渡
良
瀬
遊
水
池
ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

（財）
　
山
０
２
８
２
・
６
２
・
１
１
６
１

出
会
い
頭
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
館
林
警
察
署

　
　
　
　
　
　
山
　
・
０
１
１
０

７５

東
毛
歴
史
資
料
館
が
太

田
市
へ
移
管
さ
れ
ま
す

　
東
毛
歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
山
　
・
２
２
１
５

５２



（２２）

INFORMATION

（２２）

　
平
成
　
年
歌
会
始
の
お
題
は

２２

「
光
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
お
題
は
「
 光
 」
で
す
が
、「
光
」
の

ひ
か
り

文

字

を

使

用

し

て

い

れ

ば

「
 月

光

 」
の
よ
う
に
熟
語
に
し
て

げ
つ
く
わ
う
（
こ
う
）

も
、
ま
た
、「
光
る
」
の
よ
う
に
訓

読
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詠
進
期
限
は
、
９
月
　
日
　
で

３０

（水）

す
。（
当
日
消
印
有
効
）

※
詠
進
歌
の
詠
進
要
項
は
企
画
課

に
あ
り
ま
す
。

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
お
母

さ
ん
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
活
動
」
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？
親
子
の
ふ
れ
あ
い

遊
び
を
と
お
し
て
、
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら

情
報
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。
き
っ

と
、
お
子
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
た

く
さ
ん
の
お
友
達
が
で
き
ま
す
よ
。

ま
た
、
地
域
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
か
た
が
た
や
職
員
が
様
々
な

子
育
て
の
悩
み
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
対
象
　
０
～
２
歳
の
子
を
も
つ

お
母
さ
ん

□
日
時
　
毎
週
火
・
水
・
木
曜
日

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
明
和
こ
ど
も
園
内
）

□
内
容
　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
・

　
子
育
て
の
情
報
交
換
・
親
同
士

の
交
流
な
ど

□
申
込
方
法
　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
申
し
込
む

※
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
か
た
も
、

新
た
な
登
録
手
続
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
。

□
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午
前
　

３１

（火）

１０

時
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
妊
婦
、
ま
た
は
１
歳
未

満
の
乳
児

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１５

□
申
込
期
限
　
３
月
　
日
　

２３

（月）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

電
話
で
申
し
込
む

※
当
日
は
バ
ス
タ
オ
ル
２
枚
、
必

要
に
よ
り
ミ
ル
ク
な
ど
の
飲
み
物

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
健
康
づ
く
り
課
（
内
線
１
２

２
ま
た
は
１
２
３
）
へ
。

　
幼
児
期
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、

お
や
つ
は
大
事
な
栄
養
源
で
す
。

お
や
つ
イ
コ
ー
ル
お
菓
子
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
年
齢
の
お
や
つ

の
意
味
は
食
事
の
ひ
と
つ
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
や
つ
を
工
夫
し
て
、
虫
歯
に

な
る
の
を
減
ら
し
、 噛
 む
力
を
つ

か

け
ま
し
ょ
う
。
２
歳
児
に
と
っ
て

の
望
ま
し
い
お
や
つ
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

□
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午
前
　

２４

（火）

１０

時
～
午
後
１
時

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
平
成
　
年
　
月
１
日
～

１８

１０

平
成
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

１９

町
内
児
の
保
護
者
お
よ
び
一
般

町
民

□
内
容
　
調
理
実
習
と
お
や
つ
の
話

□
受
講
料
　
無
料

□
申
込
期
限
　
３
月
　
日
　
ま
で

１６

（月）

に
健
康
づ
く
り
課
へ
直
接
申
し

込
む

※
調
理
の
際
に
は
託
児
場
所
が
あ

り
ま
す
。
当
日
は
、
エ
プ
ロ
ン
と

三
角
巾
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
健
康
づ
く
り
課
（
内
線
１

２
２
ま
た
は
１
２
３
）
へ
。

□
資
格
　
現
在
住
宅
に
困
っ
て
お

り
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の

人
、
ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
人
（
収
入
制
限
が

あ
り
ま
す
）

□
申
込
期
間
　
４
月
１
日
　
～
　

（水）

１５

日
　
（
申
込
用
紙
や
募
集
案
内

（水）
は
こ
の
期
間
に
配
布
し
ま
す
）

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

を
郵
送
す
る

※
募
集
す
る
団
地
等
は
募
集
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
や

募
集
案
内
は
役
場
、
県
住
宅
供
給

公
社
、
県
土
木
事
務
所
な
ど
で
配

布
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
住
宅

供
給
公
社
へ
。

　
東
部
学
童
保
育
所
で
は
、
次
の

と
お
り
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
　
放
課
後
児
童
指
導
員

□
採
用
人
数
　
若
干
名

□
応
募
資
格
　
学
童
保
育
の
指
導

に
熱
意
の
あ
る
人

□
職
務
内
容
　
学
童
へ
の
遊
び
の

指
導
、
保
護
者
会
の
事
務
等

□
勤
務
時
間
　
学
童
保
育
所
の
開

所
し
て
い
る
時
間
（
平
日
は
放

課
後
～
午
後
６
時
　
分
、
学
校

３０

休
業
日
は
午
前
８
時
～
午
後
６

時
　
分
）

３０

□
雇
用
期
間
　
４
月
か
ら

□
時
給
　
８
４
０
円

□
選
考
方
法
　
書
類
選
考
、
面
接
等

□
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
）

□
受
付
期
限
　
３
月
　
日
　

３１

（火）

□
申
込
方
法
　
東
部
学
童
保
育
所

へ
、
履
歴
書
を
添
え
て
直
接
申

し
込
む

※
詳
し
く
は
、東
部
学
童
保
育
所
へ
。

□
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午
後
１

１５

（日）

時
　
分
～
午
後
４
時

３０

□
場
所
　
県
立
館
林
美
術
館

□
対
象
　
群
馬
県
在
住
の
か
た
、

多
文
化
共
生
に
関
心
の
あ
る
か

た
な
ど

□
内
容
　
講
演
「
多
文
化
共
生
と

は
？
～
問
い
直
そ
う
私
た
ち
に

と
っ
て
の
当
た
り
前
～
」
な
ど

募
集
し
ま
す

親
子
ふ
れ
あ
い
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
山
　
・
７
７
１
１

８０

手
作
り
お
や
つ
講
習

会
を
行
い
ま
す

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

学
童
保
育
所
の
先
生

（
指
導
員
）

　
東
部
学
童
保
育
所

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
６
０
９

７４

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

教
室
を
行
い
ま
す

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

県
営
住
宅
へ
の
入
居

者　
県
住
宅
供
給
公
社

　
山
０
２
７
・
２
１
０
・
６
６
３
４

多
文
化
共
生
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
ま
す

　
県
国
際
課

　
山
０
２
７
・
２
２
６
・
３
３
９
６

歌
会
始
の
お
題
が「
光
」

と
決
ま
り
ま
し
た

　
宮
内
庁

　
山
０
３
・
３
２
１
３
・
１
１
１
１

お
知
ら
せ



（２３）広報めいわ　平成２１年３月１０日

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
方
法
　
群
馬
県
国
際
課
へ
、

氏
名
・
所
属
・
電
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
（
あ
れ
ば
）
を
明

記
の
上
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

　
思
０
２
７
・
２
２
３
・
１
６
９
２

　
死k

o
k
u
sa
ik
a
@
p
ref.g
u
n
m
a
.jp

※
詳
し
く
は
、
県
国
際
課
へ
。

□
受
験
資
格
　
▼
一
般
　
　
歳
以

１８

上
　
歳
未
満
の
か
た
▼
技
能
　

３４
　
歳
以
上
で
指
定
さ
れ
た
国
家

１８資
格
等
を
有
す
る
か
た

□
受
付
期
限
　
４
月
　
日
　

１３

（月）

□
試
験
期
日
　
４
月
　
日
　
・
　

１８

（土）

１９

日
　
・
　
日
　
の
い
ず
れ
か
１
日

（日）

２０

（月）

□
試
験
会
場
　
▼
一
般
　
新
町
駐

屯
地
ま
た
は
相
馬
原
駐
屯
地
　

▼
技
能
　
東
京
都
練
馬
区

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
群
馬
地
方

協
力
本
部
太
田
出
張
所
へ
。

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
後
２
時

１８

（土）

□
場
所
　
海
宝
病
院

□
内
容
　
早
期
発
見
の
た
め
の
胃

カ
メ
ラ
の
重
要
性
、
最
新
の
胃

癌
治
療
、
生
活
習
慣
と
胃
癌

□
講
師
　
海
宝
雄
人
さ
ん
（
海
宝

病
院
　
院
長
）

□
参
加
費
　
無
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

海
宝
病
院
へ
。

□
受
験
資
格

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
昭
和
　

（１）

５５

６３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た
　

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

（２）

６３

れ
の
か
た
で
次
に
掲
げ
る
か
た

　
①
大
学
を
卒
業
し
た
か
た
、
お

よ
び
平
成
　
年
３
月
ま
で
に
大

２２

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
か
た

　
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

か
た

□
申
込
期
間
　
４
月
１
日
　
～
４

（水）

月
　
日
　
　
※
４
月
　
日
ま
で

１４

（火）

１４

の
通
信
日
付
印
有
効

□
申
込
書
提
出
先
　
希
望
す
る
第

一
次
試
験
地
を
所
管
す
る
国
税

局
ま
た
は
国
税
事
務
所

□
採
用
予
定
数
　
約
１
０
０
０
人

　
※
変
動
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

□
試
験
日
　
▽
一
次
試
験
　
６
月

　
日
　
　
▽
二
次
試
験
　
７
月

１４

（日）

　
日
　
～
　
日
　
の
い
ず
れ
か

２１

（火）

２８

（火）

１
日

□
試
験
地
　
▽
一
次
試
験
　
高
崎

市
、
さ
い
た
ま
市
、
新
潟
市
、

松
本
市
ほ
か
　
▽
二
次
試
験
　

さ
い
た
ま
市
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
関
東
信
越
国
税
局

（
山
０
４
８
・
６
０
０
・
３
１
１
１
）

へ
。

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

藤
野
 心
寧
 （
一
也
・
舞
　
慨
千
津
井

）

こ

こ

ね

金
子
 寧
杏
 （
昌
仁
・
有
紀
慨
南
大
島

）

ね

い

あ

高
木
 皓
嗣
 （
嗣
夫
・
愛
子
慨
新
里
）

こ

う

じ

増
田
 陽
斗
 （
貴
志
・
寛
子
慨
新
里
）

は

る

と

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

関
根
　
靜
江
　
　
　
上
江
黒

　
英
成

６２

柿
沼
　
昭
博
　
　
　
江
口
　
は
る
子

７２

荒
谷
　
勝
二
　
　
　
中
谷
　
 ―

８８

金
子
　
き
ん
　
　
　
入
ケ
谷

　
定
夫

９０

髙
澤
よ
　
子
　
　
　
梅
原
　
友
次

９１

※
戸
籍
の
窓
で
は
、
広
報
め
い
わ

へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
人
だ
け
載

せ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
企
画
課
（
内
線
２
２
３
）へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

文芸

明

和

短

歌

会

《

か

ほ

や

が

沼

》

まちの
幾
度
か
仰
ぎ
て
過
ぎ
し
茶
臼
岳
今
日
老
人
会
の
旅
に
て
極
む

見
ゆ
る
は
ず
と
思
い
続
け
て
五
年
余
り
利
根
の
土
手
よ
り
今
那
須
岳
の
見
ゆ

立
岡
　
正
夫

見
渡
せ
ば
 夫
 も
居
そ
う
な
ふ
る
さ
と
広
場
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
歓
声
あ
が
る

つ
ま

刻
々
と
富
士
が
茜
に
染
ま
る
 際
 金
星
木
星
三
ヶ
月
冴
ゆ
る

き
わ

瀬
下
　
一
江

残
る
花
残
る
 齢
 を
水
に
問
う
水
の
底
ひ
に
陽
の
沈
み
い
つ

よ
わ
い

蜘
蛛
の
巣
に
高
く
吊
ら
れ
て
動
か
ざ
る
蝶
の
命
の
青
く
透
き
た
り

江
森
　
政
美

広
辞
苑
と
ル
ー
ペ
手
に
し
て
カ
タ
カ
ナ
の
記
事
多
き
新
聞
 一
日
 読
み
つ
ぐ

ひ
と
ひ

心
地
よ
き
う
た
た
ね
破
る
 鴉
 の
声
定
ま
ら
ぬ
眼
に
柿
の
実
ゆ
る
る

か
ら
す

奈
良
原
き
く
の

戸
籍
の
窓

平
成
　
年
度
第
１
回
予
備

２１

自
衛
官
補（
一
般
・
技
術
）

　
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
山
　
・
５
５
６
３

４５

健
康
講
座
「
胃
癌
に

つ
い
て
」

　
医
療
法
人
海
宝
会
　

海
宝
病
院

　
　
　
　
　
　
山
　
・
０
８
１
１

７４

平
成
　
年
度
国
税
専

２１

門
官

　
館
林
税
務
署

　
　
　
　
　
　
山
　
・
９
５
０
０

７２
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●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

ふるさと明和

（平成２１年２月１日現在）

　総人口　１１，６１９人　（－１４）
　　男　　　５，８３６人　（－７）
　　女　　　５，７８３人　（－７）
　世帯数　　３，７８７世帯（＋７）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………３１件
　　士交通事故………　４件
　　士その他…………　６件
　　士合計……………４１件

フォトコンテスト

写真家　野村誠一が選ぶ

※入賞者の作品を掲載しています。（敬称略）

写真家 野村誠一先生

館林邑楽全地区館　林明　和
千代田

期　日
耳鼻科小児科・内科外　科内　科

川田耳鼻
（７２）３３１４

さくらｸﾘﾆｯｸ
（７２）３８５５

慶友整形
（７２）６０００

後藤内科
（７２）０１３４

ミツワ診療所
（７０）３０３０

３月１５日（日）

－
たけい小児科
（小児科のみ）

（７６）２５２５

小曽根整形
（７２）７７０７

うえの医院
（７２）３３３０

－３月 ２０日（金）

－
こやなぎ

（小児科のみ）

（８０）２２２０

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

ごが内科
(７３)７５８７

館林地区
と同じ

３月２２日（日）

川村耳鼻
（７２）１３３７

横田医院
（７２）０２５５

川島脳外
（７５）５５１１

横田胃腸科
（７２）４９７０

館林地区
と同じ

３月 ２９日（日）

今村クリニック
（７０）２２２１

益田小児科
（６２）５５３５

館林医院
（７４）２１１２

大石内科
（７４）２３６２

福田ペイン
（８４）１２３３

４月  ５日（日）

－
星野こども

（小児科のみ）

（７０）７２００

慶友整形
（７２）６０００

ゆたか医院
（７３）７３０８

館林地区
と同じ

４月１２日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください

「夕立のあとで」　　小林　清一

　ふるさと明和の部　優秀賞　

◎メール配信＠めいわ
携帯電話やパソコンのメール機能

を利用した、防犯・防災・緊急・町

の情報の配信を行っています。登

録は町ホームページ、または、右

のＱＲコードから。

２月の救急車出動回数


